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青森県内における

平安時代の非ロクロ成形杯について

新山 隆男（青森県埋蔵文化財調査センター）

はじめに

青森県内において平安時代 (9世紀以降）の土師器杯と言えば、ロクロ使用のものが一般的である

が、わずかながら非ロクロ成形で外面縦ケズリ・ロ縁部ヨコナデの杯が混じってくる遺跡が見られる。

筆者はこれまでの整理作業において、同じような特徴をもつ非ロクロ成形杯を扱うことがあった。青

森県平川市（旧尾上町）五輪野遺跡と青森市新田(1)遺跡の資料であるが、類似したその資料を扱っ

たことで、この非ロクロ成形杯の詳細について調べてみたくなった。本稿では、青森県内における平

安時代 (9世紀以降）の非ロクロ成形杯の分布、同資料の集成等からその成果をまとめ、時期・年代

観等の考察を行うこととする。

2 取り扱う資料

本稿では、基本的に以下の条件に見合うものを「非ロクロ成形杯」とした。

・ロクロ未使用成形、酸化焔焼成、土師質無台胚形土器の類

・外面体部縦方向のヘラケズリ、口縁部ヨコナデ調整を施す類

以上の条件に見合う完形品・略完形品、

もしくは口縁部から底部まで残存する資

料のみを扱った。報告書によっては、皿・

椀・鉢などと器種分類しているものにつ

いても、上記の条件を満たすものは含め

た。また、外面ヘラナデ調整となってい

るものについても、縦方向に調整が施さ

れているものや、調整の区画がしっかり

しているものなどについては「非ロクロ

成形杯」に含めた。また、口縁部ヨコナ

ョコナ

縦方向

ヘラケ

※五輪野遺跡B区第33号住居跡出土資料（図5-68)

図 1 非ロクロ成形杯

デが表現されていないと判断し「非ロクロ成形坪」としたものもある。上北地方の遺跡から出士した

資料については、口縁部にヨコナデは人らないようであるが、参考までに取り上げた。

なお、実見していない資料については、実測図・観察表のみでしか判断できなかったため、あくま

でも筆者の判断で集成したものであり、実際は条件に合わないものが含まれている可能性もある。

3 分布

「非ロクロ成形杯」が出士する遺跡は、参考までに取り上げた上北地方に数力所見られるが、多く

は青森市（旧浪岡町含む）・弘前市・黒石市・平川市にかけての津軽地方に偏る傾向がある。地形的

特徴としては、沖積地に所在する遺跡が比較的多いということがあげられる。青森平野を形成する沖

積地上には、新田(1)• (2)遺跡、津軽平野を形成する沖積地上には、水木館遺跡・宮元遺跡・独狐遺

跡が所在する。青森平野に所在する遺跡からは八甲田山、津軽平野に所在する遺跡から岩木山と、そ
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2類：底径大（指数45以上）

組み合わせた分類における資料数は次の通りである。

Al類（杯形で底径が小さい類） ：22点 A2類（土利形で底径が大きい類） ：18点

Bl類（椀形で底径が小さい類） ：14点 B2類（椀形で底径が大きい類） ：19点

器高指数・底径指数45ラインで分類した理由についてだが、津軽地域期における古代士器食膳具の変

遷 (9世紀～11世紀）をまとめた岩井浩人氏（岩井： 2008)による士師器杯の分類を参考とした。岩

井氏は器高指数35以上を「坪AJ、器高指数27~35を「杯B」として分類しているが、今回取り扱う

資料は器高指数35以上の資料が圧倒的に多いため、器高指数45を境界に「椀」という分類を設置して

みた。つまり、器高指数27~45未満が「胚形」で、器高指数45以上が「椀形」ということになる。ち
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なみに岩井氏は、器高指数27以下を「皿」と

しているが、今回取り扱う資料に器高指数27

以下は存在しなかった。また、底径指数につ

いては、岩井氏の分類には取り入れられては

いないが、口径に比する底径の大小も士師器

の年代観を考察する上で重要視される傾向に

あるため、今回算出した指数のちょうど中間

ラインにあたる指数45に設置してみた。つま

り、底径指数45は、本稿資料における平均水

準ということである。

次に、器高指数・底径指数それぞれの特徴

について見ていく。まず器高指数であるが、

A類とB類を比較すると、 A類は指数が広範

囲にわたり小型～大型までの幅広いタイプに

分かれる。 B類は指数がまとまった範囲に収

まり中型タイプのみに集中するという特徴が

ある。中型タイプはA•B類とも口径11~14

Clll程度であるが、 A類に見られる小型タイプ

は口径10cm前後、器高4Clll以下で、大型タイ

プは口径15cm以上、器高6Clll以上であること

がわかる。底径指数は、 1• 2類とも指数が

広範囲にわたり、いずれも小型～大型タイプ

に分かれることがわかる。 A類では、大型タ

イプで底径が10cm近くの大きいものもあれば

(2類）、小型タイプで底径が4Clll程度の小さ

いものもある (1類）。 B類は、底径指数に

おいても割とまとまった印象を受けるが、底

径7Clll前後の幅広な底部を持つものも何点か

含まれることがわかる (2類）。

また、内面調整及び底面についても触れて

おく。内面調整はほとんどがヘラナデ・ナデ

調整であり、ロクロ目が残ると観察されるも

のやヘラミガキ・カキメ調整と観察されるも

のが数点含まれている。底而にはムシロ状の

圧痕がつくものが多い。ムシロ状の圧痕も含

め底面の様子については各報告で様々な呼称

があるため、本稿においては便宜上、下記の
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穴住居跡の資料が該当する。遺構外では、五輪野遺跡A区、豊岡(2)遺跡の資料が該当する。法量的

な差は分類した中で最も大きく、口径が9~17cm、底径が5~10cm、器高が3~7cmである。豊岡(2)

遺跡出土資料 (36)は口径が17.0cmと最も大きく、新田(2)遺跡出土資料 (25)は口径が9.5cmと一番小

さい。底径のみで見ると、豊岡(2)遺跡出士資料 (35)は9.9cmと最も大きい。器形の特徴として、ロ

縁部が外反するもの (24• 28 • 29 • 31 • 33)、底部がやや張り出すもの (25• 27 • 28 • 29 • 31 • 39) 

がある。底面の様子は全種類がほぼ同じくらいの数量であり、多種多様になっていることがわかる。

その他、共伴遺物として、新田(1)遺跡第31号溝跡からは把手付士器のほか骨角器が1点出士してい

る。新田(2)遺跡第19• 24 • 47号溝跡からは擦文士器が出士している。水木館遺跡第231号溝からは柱

状高台杯・球胴甕のほか、木製の椀が出上している。倉越(2)遺跡第6号堅穴住居跡からは横櫛など
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て
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垣翌玉 11
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，＜正白し (5住） 響ま（皿24溝）
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(XI11溝）

(N6溝）

ご言／ 亨 7 
13 

— 編］遺構外） 肴麟1？遺構外） メ蕊（遺構外）

、全~ょ＝ミi乞彗勇 (XII2溝）
℃老全~'
ヽ醗？

(XI11溝）

彎 (80溝）

冒住） ゜
s=1/6 20cm 

A1類

1 • 2新田(2)、3• 4野尻(1)、5野尻(3)、6~17宮元
18水木館、 19五輪野、 20豊岡(2)、21赤平(3)

□2t31溝）

ご （遺構外）

23~ 言亨6
(19溝） 〈〗〉、 （24溝） ぐ応：［ （47溝） （4住）

三 (XI11溝）

：芦
(231溝）

二 (109仕）口/40(6住）

33 
(832住）

38 
(108住）

22新田(1)、23~25新田(2)、26野尻(3)、27• 28宮元、 29水木館、
30~34五輪野、 35~37豊岡(2)、38• 39向田(35)、40倉越(2)
※図版の略称は、住＝竪穴住居跡・建物跡・住居跡・ SI、土＝土坑、溝＝溝跡、円溝＝円形周溝

図4 A1.A2類

の木製品、繊維を編んだ編物などの特殊品が出土している。

B1類（図5)

遺構内では、新田(1)遺跡第4号溝跡、新田(2)遺跡第73号溝跡、三内遺跡H-13• H-40竪穴住居跡、

新町野遺跡第6号竪穴住居跡、野尻(4)遺跡SI-083外周溝、宮元遺跡XI-11• XII-17号溝跡、赤平

(2)遺跡第3号住居跡の資料が該当する。遺構外では、宮元遺跡XI区、五輪野遺跡A区の資料が該当

する。法量的な差は小さく、口径は10~14cm、底径は4~6cm、器高は5~6cmの範囲内に収まる。

新田(2)遺跡出上の資料には外面に墨書のあるもの (43)、刻書のあるもの (44)が報告されている。
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野尻(1)遺跡・野尻(3)遺跡・野尻(4)遺跡である。そのうち、三内遺跡は十和田 a火山灰 (To-a:

註2)のようだが、野尻(1)• (3) • (4)遺跡はB-Tmである可能性が高い。野尻(1)遺跡319号建物跡資

料（図 4-3•4)、野尻 (4)遺跡SI-117外周溝資料（図 5-59) は、 B-Tm堆積層の下から出土してい

ると報告されている。また、直接B-Tmが堆積しているわけではないが、野尻(2)遺跡第122号円形周

溝（資料：図5-60)、野尻(3)遺跡第15号建物跡（資料：図5-61)は、 B-Tmを堆積する遺構と重複

しており、本遺構が古いとされている。同じように、新田(2)遺跡第73号溝跡（資料：図4-1・2、

図5-43• 44)、野尻(3)遺跡第4号建物跡外周溝（資料：図4-26)は、 B-Tmを堆積する遺構と重複

しており、本遺構が新しいとされている。三内遺跡H-13号竪穴住居跡（資料：図5-45)、野尻(4)遺

跡SI-052外周溝（資料：図5-58)、赤平(2)遺跡第3号住居跡（資料：図5-54)、赤平(3)第13号竪穴
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二冒口冒〗な口g□□ 
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45 ¥ 
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ロロロロロニご:XI11溝）鐸墨 (XII17溝）
(6住） り'. (6住） （083住）
ぃ．・＼ ニ言：，ロ

（遺構外）
B1類 ゜

s=1/6 20cm 

41 • 42新田(1)、43• 44新田（2）、 45• 46三内、 47• 48新町野、 49野尻(4)、50~52宮元、 53五輪野、 54赤平(2)

54 
(3住）

口 □星／58 
59 ~60 

H12住） ・ダj"乞 (35溝） →、←＇ヽ (6住） （122円溝）
よぷ虚丸 (117住） (052住）

口筐ごミて63 ーで羹

（北濠） （北濠）
曇麟息 (IV35溝） な知辛ぶ （遺構外）

82類 ゞ

55三内、 56朝日山、 57新町野、 58• 59野尻(4)、60野尻(2)、61野尻(3)、62• 63高屋敷館、 64• 65宮元、
66水木館、 67独狐、 68~70五輪野、 71• 72豊岡(2)、73倉越(2)

※図版の略称は、住＝竪穴住居跡・建物跡・住居跡・ S]、土＝土坑、溝＝溝跡、円溝＝円形周溝

（遺構外） ~ ぺ9 A 
、 (5• 7溝）

図5 B1 • B2類

住居跡（資料：図4-21)、倉越(2)遺跡第6号竪穴住居跡（資料：図4-40)、倉越(2)遺跡第5• 7号

溝跡（資料：図5-73)は、 B-Tm又はTo-aが遺構堆積土内にブロック状で混人するように人り込ん

でいるようである。また、新町野遺跡・高屋敷館遺跡・宮元遺跡・水木館遺跡では、本稿資料が出土

した遺構に火山灰は確認されないものの、周囲の遺構にB-TmやTo-aが堆積しており、火山灰降下

時期に近い遺構である可能性が考えられる。

（共伴遺物）

次に、共伴遺物に照らし合わせながら考えてみる。ここでは青森県内における近年の士師器・須恵

器の編年研究に合わせて考えてみることとする。まず、柱状高台杯であるが、これは11世紀前半のあ

たりから津軽地方で使われ始めると試案されており（工藤： 2000)、水木館遺跡第231号溝跡（資料：

図 4-29)• 第232号溝跡（資料：図 5-66) で共伴している。把手付土器は、 10但紀後半～11世紀後半
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引用した岩井浩人氏（岩井： 2008)の編年に当てはめると

2期 (11世紀中葉以降）に該当するものが含まれると言える。弘前市早稲田遺跡出土の土師器杯で編

年した岩井浩介氏（岩井： 2010) も同じような考えであり、編年に当てはめるとE群 (11世紀中葉）

に該当すると考えられる。ただ、器形のみで時期・年代観を決定することは非常に困難で、 Al類が

全てB-Tm降下前の年代観であったり、 A2類が全て11世紀中菓頃の年代観であったりと言うわけで

はなく、幅広い時期にわたって存在することが調べているうちにわかってきた。これは本稿資料が特

殊な器種である故なのか定かではないが、器形による時期・年代観はあくまでも参考程度にとどめ、

その時期における器形の傾向を捉える程度として今回は取り扱っていきたいと考える。

以上、 4つの要素から本稿資料の時期・年代観をまとめると、 B-Tm降下前を I期、降下後をII期

とする以下のような 2時期に分けられ、器形の特徴等で細分した。
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I -1期＝9世紀後葉～10世紀前葉 (Al類のみ）

野尻(1)遺跡第319号建物跡

I-2期＝10世紀前葉～10世紀中菓 (B2類のみ）

野尻(4)遺跡117外周溝、野尻(2)遺跡第122号円形周溝、野尻(3)遺跡第15号建物跡

II-1期＝10世紀中菜～10世紀後菜 (Al類＝ 2• A2類＝ 2 • Bl類＝ 2 • B2類＝ 2)

三内遺跡H-13号竪穴住居跡、野尻(3)遺跡第4 • 5号建物跡、野尻(4)遺跡SI-052、赤平

(2)遺跡3号住居跡、赤平(3)遺跡第13号住居跡、倉越(2)遺跡第6号竪穴住居跡、倉越(2)

遺跡第5・ 7号溝跡

II-2期＝10世紀後葉～11世紀前菓 (Al類＝11• A2類＝ 9 • Bl類＝ 9 • B2類＝11)

新田(1)遺跡第4号溝跡、新田(2)遺跡第19• 24 • 4 7 • 73号溝跡、三内遺跡H-12• 40号竪

穴住居跡、朝日山遺跡第35号溝跡、新町野遺跡第6号竪穴住居跡、野尻(4)遺跡SI-083、

高屋敷館遺跡北濠、宮元遺跡第III-24、IV-6 • 34、XI-11、XII-2•17号溝跡、水木館遺

跡第80• 231 • 232号溝跡、五輪野遺跡B区第23• 32 • 33号住居跡、五輪野遺跡B区第25• 

34号土坑、豊岡(2)遺跡第15号堅穴住居跡、豊岡(2)遺跡第22号土坑、向田(35)遺跡108• 

109号住居跡、

II-3期＝11世紀前葉～11世紀中葉 (A2類のみ）

新田(1)遺跡第31号溝跡、五輪野遺跡B区第21・24号住居跡、豊岡(2)遺跡第14号竪穴住居

跡

6 その他

その他として本稿資料の使用目的について若干触れておく。まず、使用目的として注目される点は、

仏具や祭祀的遺物と共伴する遺構が一部に見られるということである。五輪野遺跡第32• 33号住居跡

からは、三鈷続・柄香炉などの仏具が共伴している。太田原（川口）氏によると、日光男体山山頂遺

跡出土資料胚G類（図6)との類似から、山岳信仰や修験との関連を推察している。ただ、日光男体

山山頂遺跡の杯G類は、五輪野遺跡出土資料よりも器高が低く底径が大きくなるという特徴から、器

形的には本稿A2類に類似しており若干の違いが認められる。ちなみに杯G類は、「桐部及び底部を箆

そぎによって整え、口縁部になで附けの一帯を加えるもの」とされており、平安時代の後期と報告さ

れている。その他、野尻(1)遺跡第319号建物跡からは内外面黒化処理された蓋、新田(1)遺跡第4号溝跡

と新田(2)遺跡第73号溝跡からは木製品の斎串が共

伴している。また、本稿資料自体がもつ特徴として、

新田(2)遺跡第73号溝跡から出土した資料には刻書

や墨書が施される例や、五輪野遺跡第32• 33号住居

跡から出士した資料には煤状の物質が付着すること

から、灯明具と推察される例があげられる。以上の

ことから本稿資料の使用目的を考えるとき、一部の

遺跡でのみ言えることであるが、食膳具というより

信仰・修験、祭祀行為等に用いられた「供献具」と

して使用されていた可能性があるように思われる。

言▽ーノ□ノ

□ 亨こ［ロ
図6 日光男体山山頂遺跡出土遺物（杯G類）
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では 1供献具」として使用していた可能性がある

・底面は「ムシロ底」の類が多く、木葉底•砂底・調整底なども見られる。砂底土器は「蝦夷」関

連の遺物であるという見方もある。

末筆ながら、本稿の作成にご教示・ご助言くださった方々に記して感謝の意を申し上げる次第であ

る（順不同・敬称略）。

浅田智晴、葛城和穂、加藤隆則、川口潤、木村淳一、齋藤淳、佐藤智生、笹森一朗、神康夫、田中

珠美、藤原弘明。

また、今年度で当センターを定年退職される畠山昇・大湯卓二両氏に、尊敬と感謝の念を込めて本

稿を贈りたいと思う。両氏は、本稿資料に関わる遺跡の発掘調査・報告書作成に携わってきており、

その尽力に敬意を表するものである。長年のご勤続、お疲れ様でした。



ついて

1 :器高指数とは（器高： n径）X100、底径指数とは（底径： n径）X100で示され

2 :青森県では、古代（平安時代）の遺構堆積土に見られる 1内和田a火山灰（以下Toa) とU頭山・苫小牧火山灰（以
下BTm)の2枚の広域テフラが確認されている。それぞれの降下年代には諸説あるが、本稿ではToaを915年、 BT

mを940年と捉えることと

3 :丁藤清泰氏は、高屋敷館遺跡以北を IA群＿、以南を IB群ーとしてい

群を 野尻遣跡群」、 B群を 1山元遺跡群＿と仮称しており（齋藤： 2010)、

青森県教育委員会 1978 「青森巾＝」人）遺跡」青森県埋蔵文化財晶査報告書第37隻

青森県教育委員会 1985 「独狐追跡」青森県埋蔵文化財調査報告書第99隻

青森県教育委員会 1991 「朝日山追跡IIIl

青森県教育委員会 1995 「水木館追跡』

青森県教育委員会 1996 「野尻(2)遺跡TI•野尻(3)遺跡」青森県埋蔵文化財晶査報告書第186隻

青森県教育委員会 1996 「野尻(1)遺跡」青森県埋蔵文化財調査報告書第186隻

青森県教育委員会 1997 「車柳追跡・五輪野遺跡」青森県埋蔵文化財晶査報告書第219隻

青森県教育委員会 1998 「高犀敷館追跡」青森県埋蔵文化財謁査報侶害第213集

青森県教育委員会 2000 「野尻(1)追跡III』青森県埋蔵文化財翡査報告再第277隻

青森県教育委員会 2000 「新町野追跡1l」青森県埋蔵文化財謁査報侶害第275集

青森県教育委員会 2001 「向m(35)追跡」

青森県教育委員会 2004

青森県教育委員会 2001

青森県教育委員会 2005

青森県教育委員会 2007

青森県教育委員会 2009

青森県教育委員会 2009

黒石市教育委員会 1995

浪岡町教育委員会 2001

1995 

岩井浩介 2010 

岩井浩人 2008 

青森県埋蔵文化財調査報告書第359集

「宮）じ追跡TI』青森県埋蔵文化財淵査報告再第380隻

「倉越(2)遺跡・大池館追跡」青森県埋蔵文化財翡査報告書第389隻

「赤半(2)追跡・赤半(3)追跡」青森県埋蔵文化財禍査報苫書第138隻

「新m(1)遺跡」青森県埋蔵文化財調査報告書第172隻

「新m(2)追跡」青森県埋蔵文化財晶査報告書第471集

「豊岡(2)追跡」黒石市埋蔵文化財調査報告第13集

「野尻(4)追跡」浪岡町埋蔵文化財緊急発掘晶査報告害第10隻

＼わゆるムシロ底について」「北上市立博物館研究報告』第10号

―早稲m追跡出1：資料の再々検討＿『青森県考古学』第18号青森県考古学会
ける古代1滉訂食膳具の変遷」「青山考古」第24号 青山考古学会

太m原（川口）閥 1997 節五輪野遺跡のまとめー『重柳追跡・五輪野追跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第

小口雅史

利部修

喜m川清呑編
上藤清泰

上藤清泰

上藤清泰

齋藤

櫻田

佐藤智生

新山隆男

2003 「古代東北の広域テフラをめぐる諸問題一十和maと白頭山（長白山） ー」『日本律令

制の辰開」吉川弘文館

2000 ―半安時代の砂底 I閑土と東北北部塵長頸瓶」「月『'IJ考古学ジャーナル8月号」

1959 「日光男体山ー山頂追跡発掘調査報告書」角川害店

2000 ―浪岡町の古代追跡＿『浪岡町史」第1巻

2003 ―浪岡地域における古代・中II［の歴史景観」「追跡と景観』高志書院
2005 ―津軽平野の様相」古代城柵官衛追跡検討会

1997 

2001 ―津軽海峡領域における古代1噂怜の変遷について」「青森大学考古学研究所研究紀要」第4号

2010 「野尻遺跡群の土器編年について」『研究紀要』第15号 青森県埋蔵文化財調査センター

1997 「底面に砂粒を付着させる土師器とその分布範囲について」『蝦夷・律令国家・日本海ーシンポジウ

ムII・資料集』

2000 「第VII章第3節 第319号住届跡の検討」『野尻(1)遺跡1II』青森県埋蔵文化財調査報告書第277集

2009 「第3編第2章第2節古代（平安時代）の遺物」『新田(1)遺跡」青森県埋蔵文化財調査報告書第

472集

早川由起夫・小山真人 1998 「日本海をはさんで10世紀に相次いで起こった二つの大噴火の年月日ー十和田湖と白頭山」

藤原弘明

三浦圭介

三浦圭介

三浦圭介

『火山』第43巻第5号 日本火山学会

2007 「五所川原産須恵器の編年と年代観」第2回北日本須恵器生産・流通研究会資料集

1993 「北日本における律令期の士器様相」古代城柵官街遺跡検討会

1995 「古代」『弘前市史 資料編l（考古編）」

2006 「第 4 章北日本古代の集落•生産・流通」『日本海域歴史大系第二巻古代編 IIJ清文堂
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火 共沖遺物 計測柏（暉）

図番号~追鯰名 出 1：地点 屈位上 須恵灰上師器 その他 U径底径柑高
器

第73号溝跡 堆栢， 1"＇ （、擦文・ 4月 II_•~ 
堆積＋，下

X 0把手付 ~ 
木製品（斎10I 12. ol ,.41 4. 9 

第319号建物跡
未面 ： ｝ 

ぐ〉 0盆 ol 1玉・，：製品 14。4
7Yi 16.3 

4 I 5 野尻（3) 第5号建物跡 覆： x ! 0 ! x I I 15.6 
｛ 

12。2

言“
Xエ91号溝跡 I o 

1集 2009 已~IOC後:門 外而ケズ）なし

外宿刻昇

ケズリはランダム

ケズ i）はランダム

ロクロ成房？

被熱により厄元

□-：□44-4-．4
-
4
4

□4-．
4-44
ロロ

12.8 

1 2 ↓ {｝ 

1 0。1
:'  
12.8 

13.8 

口

付

甕
手

詞

u1

埼

禍

球

□

ロ

江2号溝跡

lll区追檻外

IV区遺構外

三4 ゜v̂ 2 集。8 m 森丹ロ 外而ヘラブデ？

X 0且咀

S5
怯5
 

口
5 |：三［：。 1:：〗1 |誓巾以少：：みズ圧肢
5:台森梨472集，ど009 82-166 | lOC中

口
3
 

8

益
~

了ll 

C"” 
8

益
~

162-2 

菰編痕？

木菜痕

菰編製

菰編痕

菰銅痕

菰編製

菰編痕

ォナ工、ナデ

菰編痕

簾痕

ヘソケズり

ナデ？: 
ケズリ

編物痕

ヘラナデ

外面線刻

ヨコナデなし？

19 • 24溝は隣接
l9. 24溝は隣接

外面ヘラナデ？

菰銅痕

＇？ 

木菓痕

木葉痕

こも組み什痕

柱状ば台胚共伴

叶古森県』19集 1997旦月 こも編み圧痕球洞甕共伴

177-1 I IOC後 ハケメ？ I灯明具転円‘?
A2 

g
さ4
 4 135 □翌1月(2)

1137 

ハ
け
ゥ
＇

92 26 

74-1 

内症スス状

布当て痕

棗構外

木菜瞑
~ 

砂底

砂底

砂底

4 138 
了司田(3月）

第108号住居跡

第109号住居跡

゜
1
3
 

E
3
 三宮元ll
,1152 

• GO•'lb 1 
Xi() し？ 

Xiぐ）

口
第6号緊ク（住居跡

第4号溝跡

第'{3弓滸跡

H-B堅穴住居跡

ll-40竪穴住屈跡

1 □l ロニ居跡
Xl-11号溝跡

苅ー:7号溝跡

i中

X i o 
上

上
X 0杷手付

〇 骨角器 1L4 

x 擦文・洞口 12 8 

x 擦文・文潤 131 

x 擦文 9,5 

ロ' 11 0 

゜
131 

ハヽ 1L4 

〇 木製品（椀） 11 4 

x 鉄製品 12 2 

I, 9 
X 〇把手付

ハI擦文・洞ロ・ 13, 0 
‘’ 木製品（斎串）「口了―

〇〇

x 
ヽ

ぐ

部
央`99 

と

ャ，
ャ

土 x (-） 

X 0 

{ : X 0場

土 X ,' J 

゜゚
X 

X 

5Z月黒石市13集 199, I 186-2 

5 ^ 0 1 8 6 l 

lOC後～,41 i 116319 
廿森某373集 2004 

llC訊

5 ^ 6 .  155 7 10じ後～
且c愉

〇百森晶389集 2005124 9 lOC後以
降

5,8 
胄森某472集 2009 

• 48-65 
lOC後 I簾状圧恨

6。6 48-66 ヘラケズ，）

ul i 11612 組物痕 外宜県書泊み

6 ^ {｝ 
廿森景4'｛1史加09

: 167 4 
IOC後 蓑圧痕、ケズ

I I'"''I I'! 外川刻脅

6 " 2 
斉森共37集 l978 

94-13 10C中？ 砂屈

6Z7 94-12 10C巾？平滑 外面ヘラナデ？

7,8 砂喝：13
9C後～ ： 

廿森只2幻隻躙0 IOC前
|砂敷 ヨコナデなし

1.01,  1 s, 611" I I 69 6IIA 砂敷 ココナデなし'! I Bl 

6̂ 3浪闘illrl0集 2004 ＼咀681 砂底→へうケ
ズ，J

ouo 

lL5 

1 3 Z 7 

12.c 

7 
旦
lL8 

l 2 v o 
12.2 

5.5 

12,6 

56-47 

口
4
 。

ハ
け2
 

史

。
R5 
3
 
景森廿汀

編物痕

菰編痕

菰組腹、ヘラ
: ｝r ` 
: 9 ~ベリ

5153 打綸野 l 2 → O 

三
三
戸
〗5

-
5
[
5

XIIメ遺構タヽ 遺構確怒宜,-

Al>(造樗仇

第3号牛居跡 ヵマド x （う

H-：ど竪大住居泌 壁溝上 0 0 

第35号溝跡 ー 〇

第6号竪穴住居跡カマド X 0 

SI-052外同溝 覆土 010 

SI-111外周溝 覆土火山灰下 010 

第122号円形周溝 1層 x I 0 

第15号建物跡 36柱穴 x I 0 

北濠
底面

底面
x I 0把手付 01羽ロ・鉄滓

IV-35号溝跡 覆土 x I 0耳皿 〇

m区遺構外 表採 一

第232(89)号溝 覆土 x I 0 

01鉄滓

゜戸
2

2

 

且
＿

lL
: 8|三［口::：： |［口

木菓痕 I外面へ“)ナデ？

0
1
0
 

砂底→ヘラケ
ズリ
I外面ヘラナデ？

X 

XI鉄製品（釘）

第2次調査遺構外 IIl層
01木製品

13.21 6.21 6.3青森県156集 1994 I 165-48 

12.01 6.21 5.6青森県275集 2000 I 69-6H2 9C後～lOC前

10. 61 5. 61 5. 01 I I Vll43-1 

12.61 7.01 6.1 
浪岡町10集 2004~ 

4 

10.81 6.11 5.2青森県186集 1996 I 58-3 I 9 C中？

11.81 5.61 5.5青森県186集 19961117-3 I 9C中？

13.21 6.61 6.9 
青森県243集 1998 

19-5 

14. 41 7. 41 6. 81.... I 119-6 

12.41 6.01 5.6 
青森県359集 2003 

87-96 

11.71 6.41 5.61 - - I 153-189 

11. 41 5. 41 5. 6青森県173集 1995 I 80-18 lOC中～llC 

13.01 6.81 6.2青森県99集 1986 I 128-1 

ムシロ圧痕

ヘラナデ 外面ヘラナデ？

網代痕 ロクロ成形？

砂底 ョコナデなし

砂底

笹葉痕 I B2 
菰編痕？

網代痕 柱状高台杯共伴

B区第33号住居跡 I | X | 0球胴甕

B区第25号土坑 一

第22号土坑 1覆土

遺構外 一

x I 0蝸

X 

01羽口

ヘラケズリ Iヨコナデなし？

x I 0 

〗冨鈷続・鉄製口〗］］］］青森県219集 1997筐tl!OC後
]：：I :：I :：I黒石市13集 1995ド： 二

51731倉越(2) I第5• 7号溝跡 115-19層 Ix I 0 01土錐・土製品 I12.sl 6.21 1.al青森県389集 |2005I 5s-ao IはC前以，＿

※「土師器」の欄の〇印は、「杯・甕」などの一般的な器種が出土しているということであり、特殊品のみを文字表現した。




